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明
星

大
学
蔵

奈
良
絵
巻
『

十
番
切
』

釈
文

　
　
　
　
　
　
　
　

柴

田

雅

生

　
奈
良
絵
巻
『

十
番
切
』

は、
『

曾
我
物
語
』

に

由
来
す
る

幸
若
舞
の

詞
章
を

美
麗

な

絵
巻

に

仕
立

て

た

も
の

で、

後
世
の

曾
我
物
に

大

き

な

影
響
を

与
え

た

作
品

で

あ

る
。

　
こ

こ

に

翻
字
す
る

の

は、

本
学
青
梅
校
図
書
館
に

所
蔵
さ

れ

る

奈
良
絵
巻
『

十
番

切
』

の

全
文
で

あ

る
。

『

十

番
切
』

の

奈
良

絵
巻
は

本
書
の

他
に

存
在
が

知
ら

れ

て

い

な
い

。

原
態
を

尊
重
し
つ

つ

も

読
み

や

す
さ

を

優
先
し、

釈
文

と

し

て

掲
載
す
る

こ

と

と

し

た。

ま
た

釈
文
の

末
尾

に

挿
絵
を

ま

と
め

て

白
黒
で

掲
載
し

た
。

書
誌

体
裁

表
紙

料
紙

二

巻。

紙
高
三

三
・
一

糎、

長

さ

（

上

巻
）

　
＝
一
米
六
二

・

四

糎
（

下

巻
）

一
一

米
三

八
・

六

糎
。

江

戸
時
代
前
期
の

写

本
と

見
ら

れ

る
。

上

下
巻
と
も、

朝
顔
に

兎
を

配

し

た

文
様
の

練
色
地

緞
子
表
紙。

見
返

し
は

金
紙。

金
泥
に

よ

る

草
木
の

下

絵
を

有
す
る

鳥
の

子

紙
。

紙
背
に

も
金
の

切

箔
を

散

明
星
大

学
蔵

奈
良
絵
巻

『

十
番

切
』

釈
文

柴
田

雅

生

＊

言
語
文
化
学
科

　
教
授
　
国
語
学

　
　
　
ら

す
。

外
題
　
（

上

巻
）

「

十

番
切

　
上
」

　
　
　
（

下
巻
）

「

十

番
切

　
下
」

本
文
字
高
　
約
二

八

糎
。

挿
絵

合
計
十
三

図
。

上

巻

　
六
図

下
巻

　
七
図

備
考
一
　

石

川
透

氏
の

分

類
（

石

川
透

「

奈
良
絵
本
・

絵
巻
の

制
作
」

〔
『

奈
良
絵

　
　
　
本
・

絵
巻
の

生

成
』

〈

三

弥
井
書
店、

二

〇
〇
三

年
八

月
〉〕
）

に

従
え

ば、

　
　
　
縦
型
特
大
型
に

属
す
る
。

備
考
二

　
本
文

は

寛
永
版
本
と
お

お

む

ね
一

致
す

る

が、

細
か

い

異
同

が

非
常
に

多

　
　
　
い

。

　
　
　
　
ま
た、

挿
絵
を

配
置
す
る

た

め
の

配

慮
か
、

挿
絵
の

前
ま
た

は

後
に

散
ら

　
　
　
し

書
き

の

部
分
が

あ

る
。

備
考
三

　
挿
絵
は

土

佐
派
の

流
れ

を

汲
む
絵
師
の

筆
に

な

る

と
思

わ

れ

る
。

背
景
や

　
　
　
着
物
の

模
様、

端
役
の

人
物
と
い

っ

た

細
部
ま

で

を

精
密
に

描
き、

霞
に

は

　
　
　
金
箔
を

散
ら

す
。

凡
例本

文
・

挿
絵
を

交
互

に

配
置
す
る

順
に

従
っ

て、

上

下
巻
ご

と

に

通

し

番
号
を

振
り
、

該
当

部
分
の

前
に

（

上
・

詞
一
）

（

上
・

絵
一
）

な

ど

と

示

し
た

。

挿

絵
は

ま

と

め

て

末
尾

に

掲
載
し
た。

改
行
は

原
本
に

従
う

。

散
ら

し
書
き
の

部
分
は

原
本
の

配
置

を

概
略
で

再
現
す109
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明
星
大

学
研
究
紀
要
【

日

本
文
化

学
部
・
言
語
文
化
学
科】

第
十
五

号

　
二

〇
〇
七

年

四五
亠
ノ丶七八

る

よ

う
努
め
た。

本
文
は

可
能
な

限
り

原

本
に

忠
実
に

翻
字
し、

不
審
の

箇
所
が

あ
っ

て

も、

み

だ

り

に

こ

れ

を

改
め

る

こ

と

は

し

な

か

っ

た
。

不

審
の

箇
所
に

つ

い

て

は
、

（

マ

マ

）

を

右
傍
に

付
し

た
。

翻
字
は、

現
行
の

文

字
宇
体
に

翻
刻
す

る

こ

と

を

基

本
と

し

た

が、
「

經
」

「

當
」

な

ど

の

旧

字
体
等
の

異
体
字
を

残
し

た

と

こ

ろ

が

あ

る
。

変
体
仮
名
に

つ

い

て

は

「

ハ

」

の

字
体
を

残
し

た
。

「

見
」

「

氣
」

な

ど

の
、

漢
字
か

仮
名
か

判
別
し
に

く

い

も

の

に

つ

い

て

は、

字

義
に

即
し

た

使
い

方
の

場
合
に

限
り

漢
字
と

し
て

翻
字
し

た
。

繰
り

返

し

符
号
（

踊
り

字
）

は、
「

」

・

ゴ
L

「

く
・

ぐ
（

く

の

字
点
）

」

「

々

」

を

用

い

た
。

「

辷

（

二

の

字
点
）

」

は

用
い

ず、
「

々
」

で

代
用
し

た。

原
文
に

は

濁
点
や

句
読
点、

振
り

仮
名
・

振
り

漢
字
等
な

ど

は

付
さ

れ

て

い

な

い
。

翻
字
に

際
し

て

は、

読
み

や

す

さ

を

優
先
さ

せ

て、

便
宜

的
に
、

句
読

点
・

濁
点
・

会
話
部
分
な

ど

を

示
す

鉤
括
弧
な
ど

を

加
え

た
。

ま

た、

仮
名
が

連

続
し

て

文

脈
が

読
み

取
り

に

く

い

場
合
に

は
、

振
り

漢
字
を

（

　）

に

入

れ

て

加
え

た
。

挿
絵
計
十
三

図
の

う
ち

、

三

図

（

上
・

絵
三
、

上
・

絵
四、

下
・

絵
｝
）

は、

他
の

挿
絵
の

二

倍
弱
の

長

さ

を

有
す

る
。

他
の

挿
絵
と

同

じ

縮
尺
を

維
持
す

る

た

め、

左

右
に

分
割
し

、

通
し

番
号
の

後
に

（

右
）

（

左
）

を

付
記
し

た
。

釈
文上

巻

（
上
・

詞
［
）

（
建

　

久
）

け

ん

き

う
四

年
五

月

廿
八

日

の

夜
半
ば

　

　

　
　
　
　

　

　
　

（
兄

　

　

　
弟
）

か

り
の

事
な

る

に、

曾
我
き

や・
フ

だ

い

の

　

　

　
　
　
　（
　
敵
　）
（
祐

　

経
）

人
々

ハ

、

親
の

か

た

き

す

け
つ

ね

を

お

も

ひ

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

（
蔭
）

の

ま
」

に

う
ち

す
ま

し、

小

柴
の

か

げ

に

ざ

　

　

　
　
　
　

　

　
　（
息
）

つ

と

ひ

き、

し
バ

ら

く

い

き

を

つ

ぎ
た

ま

ふ
。

（
助

　
　
成
）

す

け

な

り

お

ほ

せ

け

る

や

う
ハ

、

「

本
望
を
バ

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

（

腹
）
　
（
切）

と

げ
ぬ
。

い

ざ
や、

こ

」

に

て

は

ら

を

き

ら

ん
L

。

時

　

　

　
　
　
　

　

　
　
（
諚
）

宗
う
け

た

ま
バ

リ、
「

御
で

う
も

つ

と

も

に

て

候
へ

　

　

　
　
　
　（
自
　
然
）
　

　
　
　
　

　
（
寮）

ど

も、

と

て

も

し

ぜ

ん

命
に

て、

御
料
を
一

刀

（
恨
）

う

ら

み

申、

名
を

後
代
に

の

こ

す
べ

し
。

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

（

助

　
　

成
）

い

か

ぐ

」

と

申
た

り

け

れ

バ
、

す
け
な
り

き
こ

し

め

さ

れ

て
、

「

げ
に

く、
こ

れ
ハ

い

は

れ

た

り
。

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
（
刺）

た

冒

し
、

お

や
の

か

た

き

に

と
冒

め

を

さ

し

て

あ

り

け
る

か
」

。

時
宗
う

け

た

ま
ハ

り、
「

あ
れ

程

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
〔
子

　
細）

に

な

り

候
ら

い

て、

な

に

の

し

さ

い

の

候
べ

き
」 。

（
助

　
　
成

）

す
け

な

り

き

こ

し

め
さ

れ

て
、

「

そ

れ

は

さ

も

　

　

　
　
　
　

　

　

（
実

　
　
検
）

な

し、

時
宗

。

あ

け
て

じ

つ

け

ん

あ

ら

ん

と

き
、

『

あ

は

て

た

る

か
、

お

く

れ

た

る

か
。

と
冒

め
を

さ

 

で

う
ち

す
て

に

し

た

り
』

な

ん

ど
」

い

は

れ

な

ば
、

（
　
屍

　）
　

　
　
　
　
（
恥

　

辱
）

か

ば

ね

の

う
へ

の

ち
じ

よ

く

た

る

べ

し、

い

か

f

ハ

110
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（
儀）

せ

ん
L

と

の

た

ま
ヘ

バ

、

「

そ

の

ぎ

に

て

候
ハ

f
、

し

ば

ら

く

御
ま

ち

候
へ

。

と
ぐ

め
を

さ

し

て

ま

い

ら

ん
」

と

（
上
・

絵
一
）

（
上
・

詞

二
）

　

　

　
（
　
所

　）
　

　
　
　

　

　
　

（
続

　

松
）

あ

り

し

と

こ

ろ

に

立

か

ゑ

り、

た
い

ま
つ

ば

つ

　

　

　

　

　

　

　
（
祐

　

経
）

と

ふ

り

た

て

」
、

す

け
つ

ね

を

み

て

あ

れ

ば
、

（
跡
）
　（

枕

）
　（
見）
〔
分
）

あ

と

も

ま

く

ら

も

み

も

わ
か

ず
。

さ

れ

ど

も
、

（
死

　
骸
）
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　

　

（
顔
）

し

が

い

を

ひ

き

あ

げ

て、

む

な

し

き

か

ほ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
冥
　
途

×

　

黄

を
っ

く

ぐ
と

見
て
、

「

か

ま
へ

て

め
い

ど

く
ハ

う

泉
）

せ

ん

ま

で、

我
等
う

ら

む
る

こ

と

な

か

れ
。

日

比

　

　

　

　
（
罪

　

科
）
　

（
只

　

今

X
報
）

つ

く

り

し

つ

み

と

が

の、

た
f

い

ま

む

く

う

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
父
）
　
　
　

　

　
　
　

（
手

お

も

ふ

べ

し。

わ

れ

ら

が

ち
」

の

河
津
殿
に
、

た

向）
　
　

　
　

　
　

（
名
　

　
刀

）
　

　
　

　
　
　

　
　
〔
尊

む

け

ん

た

め
の

め

い

た

う

な

り
。

さ

こ

そ

そ

ん

霊
）

れ

う
河
津
殿、

う
れ

し

く

お

ぼ

し

め

さ

る

ら

ん
L

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
腰
）

い

ひ

も

あ

へ

ず、

時
宗、

こ

し

の

刀

を

す
る

り

と

（
抜）
　
　

　

　
　

　
〔
耳
）
　

　
　
　

　
　

（
馬
手）

ぬ

き
、

弓
手
の

み

」

の

下

よ

り

も

め

て

へ

と

　

　

　

　

　
（
刺）
　

　

　
　
　

　
（
重

）

れ

と
、

三

刀

さ

す。

刀
目

が

か

さ

な

り

て、

口

と

ひ

と

つ

に

成
に

け

り
。

（
上
・

絵
二
）

（
上
・

詞

三
）

　

　

　
（
実

　

検
）

あ

け

て

じ

つ

け

ん

あ

り
し

時、

（
宵
）
　
（
座

敷）

「

よ

ぴ

の

ざ

し

き

の

明
星

大

学
蔵

奈
良
絵
巻
「

十

番
切
』

釈
文

柴
田

雅
生

（
雑

言
）

　

（
裂）

　

　

　

（

評

ざ

う
ご

ん

に
、

口

を

さ

か

れ

け

る

か
L

と
、

御
ひ

や

う
ち

定
）
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

（
始
）

や

う
ハ

と

り

ぐ
な

り
。

さ

れ

ど

も
、

遊
女
弐
人
が、

は

じ

　
（
終
）
　
　
（
語
）

め

を

ハ

り

を

か

た

る

に

ぞ、

と

冒

め
に

こ

そ

は

　

　

　

　

　

　
（

宵
）
　
　
（
晴）

な

り

に

け
れ
。

よ

ぴ

に

は

は

れ

て

あ
り

け
れ

ど

も
、

（
齣M
　
　

計円
）
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

（
曇
）

か

た

き

う
ち
け
る

其
時
刻
に、

空
か

き

く
も

　

　

　

　

　
（
卯）
　
（
花

×

腐
）
　
（
降）
　

　
（
降）

り、

五

月
雨
う
の

は

な
く

だ

し

ふ

り
に

ふ

る
。

（
辻
）
　

　

（

篝

）
　

　

　

　

　

　

　

（
消）

つ

じ

く
の

か

冒

り

火、

一

度
に

ば

つ

と

き

え

け

　

　

　

　

　
（
俄
）
　

　
〔
闇
）
　

　

　

　

　

（

前

後
）

れ
バ

、

東
西
に

わ

か

に

や

み

と

な

つ

て
、

ぜ

ん
ご

　

　

　

　
（
　

弁
　）
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
思
）
　
（
切）

も

遷

ら

に

わ

き

ま
へ

ず
。

さ

れ

ど

も
、

お

も

ひ

き

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
只

　

今
）

ぬ

る

み

ち、

大

音
あ

げ
て

申
す。
「

た

冒

い

ま、

　
（
寮
）
　（
仮
）
　

　

　

　

　

　

（
親
）
　
（

敵

×
祐

御
れ

う

の

か

り

屋
の

御
前
に

て
、

お

や

の

か

た

き
助

経
）
　
（
討）
　
　

　
　

　
〔
　

兵
　
　）
　

　
　
　

　
　

　
　
（
者
）

つ

ね

を

う
つ

て

出
る

つ

は

も

の

を、

い

か

な

る

も

の

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
孫
）

思

召
。

伊
豆

の

国
の

住
人
伊
藤
が

ま

ご
、

河
津
が

子、

　（
郎
×

祐

　

成
）

十

郎
す

け
な

り、

五

郎
時
宗、

我
等
な

り
。

當
君
の

御

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
討）

内
に

弓

取
ハ

お

は

せ

ぬ

か
。

な

ど

出
合
て

う
ち

と
f

め、

　

　

　

　

　

　

　
（
給
）

　
　

　

　
　
　

　

（
声
）

名
を

後
代
に

あ

げ
た

ま
ハ

ぬ

ぞ
」

と、

こ

ゑ

ぐ

　〔
呼）
　

　

　

（
暗
）
　

〔
暗
）
　

　

　

（
降）

に

よ

ば
」

る
。

く

ら

さ

は

く

ら

し、

雨

は

ふ

る
。

御

　
（

俄

）

（
震

動
）

　

　

　

　

　

（
振
）

陣
に

わ

か

に

し

ん

ど

う
し、

弓
一

張
、

太
刀
一

ふ

り

に、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
奪
）
　（
合）

二

人
三

人
と

り

つ

い

て、

我
が

人

の

と

う
ば

ひ

や

う
。

（
繋
）
　

　
　

（
乗）
　
　

　
　

　
　

（
鞭
）
　
〔
打
）

つ

な

ぎ

馬
に

の

り

な

が

ら、

む

ち

を

う
つ

も

の

も

　

　

　
（
味

方
X
同
士）
　

　

　
〔
合）
　

　

　
（
　
敵

　）

あ

り、

み

か

た

ど

し

が

を

り

あ

ひ

て
、

か

た

き

と

お

も

ふ

　

　

　

　

　

　

　
（
不

　
覚
）
　

　
　
　

　

　
　
　

（
上
）

者
も

あ

り
。

前
後
ふ

か

く

に

ひ

し

め
い

て、

う

ゑ

　
（
下
〕
　

（
返
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
大

を

し

た
へ

と

か

へ

し

け

り。

さ

れ

ど

も、

一

番
に

た
い

楽
）
　

（
馬
）

　（
允
）
　〔
名
乗）
　

　

　

　
〔
討
）

ら
こ

の

平
ま
の

ぜ

う

と

な

の

つ

て、
「

夜
う
ち

は

　

　

　

　
（

我
〕
　

　

　

　

〔
前
）
　

　

（

狼

　

籍
）

何
者
ぞ

。

わ

れ

ー
が

目

の

ま
へ

に

て
、

ら

う

ぜ

き

111

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

明
星
大
学
研
究
紀

要
【

日

本
文
化
学
部
・
言

語

文
化
学
科
】

第
十
五

号

　
二

〇
〇
七

年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

並

）
　
　

　

　

（
見）

を

ば

せ

さ

す
ま

じ

い
。

手
な

み

の

ほ

ど

を

み

　

　

　

　

　

　

　
（
声
）
　

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
（
助

せ

ん
L

と

て、

お

ご

ゑ

を

あ

げ
て

切

て

出
る

。

す
け

成
）
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

（
多
）

な

り、

御
覧
じ

て、
「

か

ほ

ど

に

お

ほ

き

人

中
に
、

　

　
（
名
乗）
　

　

　

　

　

　

（

類

X
少
）

壱
人

な
の

つ

て

出
る

こ

そ
、

た

ぐ

び

す

く

な

き

　
（
取
）
　

　

　

　

　

　
（
郎）
　

　

　

　

　

　
（
受）

弓
と

り

な

れ
。

曾
我
の

十
郎、

こ

れ

に

あ

り
。

う
け

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
蔭
）

み

よ
」

と
い

う

ま
 

に
、

小
柴
の

か

げ
よ

り

つ

つ

と

　

　

　

　

　

　
（
開
）
　
　
　

　
　
　

　

　

（
打）

出
て、

も
つ

て

ぴ

ら

い

て
、

ち
や

う

ど

う
つ

。

弓
手

　
（
腕

　
　
首

×

打）
　（
落）
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
（
似）

の

う

で

く

び

う

ち

を

と

さ

れ

て、

こ

と

ば

に

ハ

に

ざ

　

　

　

　

　

　

　
（
幕
）
　

　
　

〔
へ）
　（
引）

り

け

り
、

は

や、

ま

く

の

う
ち
ゑ

ぞ

ひ

き

に

け

る
。

　
（
番
）
　（
愛

　

　

甲

）
　

（
郎）
　（
名
乗）

二

ば

ん

に

あ

い

き

や

う
の

三

郎
と

な

の

つ

て、

五

郎

　

　

　

　
（
渡
）
　

　
　

　
（
小

　
糞）
　
（
切）
　

　
（
引〉

に

む

ず
と

わ

た

り

相、

こ

び

ん

を

き

ら

れ

ぴ

い

て

入
。

　
（
番
）

　

　

〔
方
）
　（
黒

弥
）
　

（
名
乗）

三

ば

ん

に

御
所
が

た

の

く

ろ

や

五

と

な

の

つ

て
、

　〔
郎）
　

（
渡
）
　

　

　

（

肩

　

先

×

切）
　

（
引
V

十
郎
殿
に

わ

た

り

あ

い
、

か

た

さ

き

き

ら

れ

ひ

い

て

入
。

（

上
・

絵
三
）

（

上
・

詞
四
）

　

　

　
（
茂

　
木
）
　
　

　

　
　
　

　

　
　

　
（
渡
）

四

番
に

も

て

ぎ

殿、

五

郎
に

む
ず
と

わ

た

り

あ
い
、

（

膝
）
　
（
口
〕
　
（
破）

ひ

ざ

の

く

ち
を

わ

ら

れ

て
、

御
内
を

さ

し

て

引

　

　

　

　

　
（
番
）
　
（
度
）

た

ま

ふ
。

五

ば

ん

の

た

び

に

は、

伊
勢
の

国
の

住
人

　

　
（
吉
）
　

　

　

（

師

　

重

）
　

　

〔
殿
）
　（
渡
）

に
、

よ

し

田

の

三

郎
も

ろ

し

げ、

十

郎
ど

の

に

わ

た

り

　

　

　
（
高

　
　
股
）
　
　

　

（
引）
　

　
　

　
　

　
　

　

　
（
度
）

あ

ぴ、

た

か

も
 

な

が

れ

ひ

い

て

入
。

六

番
の

た

び

に

　

　

　

　

　
（
名
乗）
　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

（
渡
）

ハ

、

吉
川

と

な

の

つ

て、

五

郎
に

む

ず
と

わ

た

り

相
、

（
諸

　

膝
）
　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（

品

も

ろ

ぴ

ざ

な

が

れ

ひ

い

て

入。

七

番
に

ハ

し

な

が

川）
　
（
名
乗）
　
　

　
　

　

　
　

　
　

（
渡
）
　

　

　
　

　

（
馬
手）
　
〔
小

わ

と

な

の

つ

て、

十
郎
殿
に

わ

た

り

あ
い
、

め

て

の

こ

脇
）
　（
切）
　

　

　

（
幕
）
　（
内
）
　

（
引）

わ

き

を

き

ら
れ

て
、

ま

く
の

う
ち

へ

そ

ひ

き
に

　

　

　

　

　

　
（
度
）
　
　

　

（
甲
斐）

け

る
。

八

番
の

た

び

に
ハ

、

か

い

の

国
の

住
人

に、

　

　

　
〔
別

　

当
）

　

（
忠

　

澄
）
　

（
音
）

市
川
の

べ

つ

た

う
太
郎
た
冒

ず
み、

大
お

ん

あ

げ

て

い

ひ

け
る

は
、

「

夜
討
と

い

は

ん

に
、

な

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
声
）

ほ

ど

の

事
の

あ

る

べ

き
」

と、

お

ご

ゑ

を

あ

げ

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
〔
聞
）

　
　

〔
　

汝

　）

き
つ

て

出
る

。

時
宗、

こ

れ

を

き
」
、

「

な

ん

ぢ
ハ

、

（
音
）
　
（
聞
）
　

　

　
（
碓

氷
）
　
（
　
峠

　）

を

と

に

き

こ

え

た

る

う
す
い

の

た

う
げ
な

ん

ど

に

て・

聾
み

こ

そ．

艶
な

り

と

も・

黷
わ

ざ

　（
切）
（
合）
　

　

　

　

（
初
）

の

き

り

あ

い

ハ

、

こ

れ

は

じ

め

に

て

あ

ら

ん

に
、

　
〔
並

X
見）
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
（
開
）

手
な

み

み

せ

ん
」

と
い

ふ

ま
」

に
、

も
つ

て

ぴ

ら

ひ

　

　

　

　

　

　
〔
打）
　

（
細

　

首

×

宙
）
　（
打）
　〔
落
）

て、

ち

や

う
ど

う
つ
。

ほ

そ

く
び

ち
う
に

う
ち

を

と

　

　

　

　
（
　
朝

　）
　
　

　

　

（
消）

さ

れ

て
、

あ
し

た

の

露
と
そ

き

え

に

け

る
。

　

　

　
〔
筑

紫
）（
武

者
）
　
（
臼

杵
）
　

　

　
〔
為

九
番
に

つ

く

し

む
し

や、

う

す
き

の

七
郎
た

め

重
）
　

　

　

　

（

渡
）
　

　

　

（
真

　

向
）〔
破）

し

げ、

十
郎
殿
に

わ

た

り

あ

い、

ま

つ

か

う
わ

ら

れ
、

　

　

　

　

　

　
（
番
）
　
（
度

）

ひ
い

て

入
。

十
ぱ

ん

の

た

び

に

は、

伊
豆

国
の

住
人

　

　（一｝）
　

　

　

　

（
忠

　

綱
）
　

（
音
）

に、

に

た

ん

の

四

郎
た
冒

つ

な、

大

お

ん

あ

げ

て

い

ひ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　〔
暗
V

け

る
ハ

、
「

な

に

さ

ま、

東
西

く

ら

う
し

て、

も

の

あ

　

　

　

　

　

　

　
（

続

　

松

X
出
）
　

　

（
呼）

ひ

の

見
へ

ぬ

に
、

た

い

ま
つ

い

だ

せ
」

と

よ

ぱ
」

つ

　

　

　
〔
助

　

成
）
　（
聞
）
　（
召）
　

（

続

　

松
）〔
好）

た

り
。

す
け

な

り、

き
こ

し

め

し、
「

た

い

ま
つ

こ

　

　

　

　
（
奴
）
　

　

（
並

）
　

　

　

〔
見）

の

み

す

る

や

つ

に
、

手

な

み

の

ほ

ど

を

み

せ

ん
」

と

て、

　
（
違
）
　
　

〔
切
）

　
（

結
）

入

ち
が

え

て

き

り

む
す

ぶ
。

天

地

に

ひ

ら

め
く

太

刀

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
隙
）

か

げ
ハ

、

た
冒

電
光
の

ご

と

く

な

り
。

そ

の

ひ

ま

に

（
続
　
　

松
）
　
　

　
　

　

　
　

　
　
（
差）
　
　

　
　

　
（
　

箙

　）
　
（
靫

た
い

ま
つ

を

わ

れ

も

ー
と

さ

し

出
す。

え

び

ら、

う
つ

）
　（
蓑
）
　
（

笠
）
　

　

　

（
　

傘

　
）

ぼ、

み

の、

か

さ
、

ま

し

て

か

ら

か

さ

な

ん

ど

を
バ

、

よ

き
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（
続

　

松
）
　

　

　

　

　

　

（
万

灯

会
）
　

（
異
）

た

い

ま
つ

と

火
を

つ

く
る
。

ま

ん

ど

う

ゑ

に

ハ

こ

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
　
光

　
）

な

ら

ず
。

い

と
冒

勇
兄
弟
が、

こ

の

火

の

ひ

か

り
に

（
　

力

　）
　
（
得
）

　
　
　
　

　
　
　
　
　

〔
切）

ち

か

ら

を

ゑ

て、

さ

ん

ぐ
に

き
つ

た

り

け

り。

　

　

　

　

　

　（
連）
　

　
〔
虎
）

龍
が

雲
を

ひ

き

つ

れ、

と

ら

が

風

に

毛

を

ふ

　

　

　

　
（
樊
　

　

　

喰日
）

　

（
鉾
）
　
（
振）
　

　

（
張）

る

つ

て、

は

ん

く

わ
い

が

ほ
こ

を

ふ

り、

長
良

が

（
　
勢

　）
　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

（
　
勝

　）

い

き

ほ

ぴ

も
、

こ

れ

に

は

い

か

で

ま

つ

さ

る

べ

き
。

そ

の

夜、

五

郎
が

手
に

か

け、

五

十
一

入

に

手

を

（
負）
　
　
　

　

　
　

〔
死
）

お

う
す

る
。

直
に

し

す
る

は

た

穿

ひ

と

り、

別
當

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
過
）

太

郎
ば

か

り

な

り
。

「

と

て

も

今
夜
は

す
ご

す

　

　

　
（
罪

X
作
）
　

　

　

（
思

）

ま

じ
。

つ

み

つ

く
り

に
」

と

お

も

ひ

け

れ
バ

、

人
を

も

（
更
）
　
（
切）
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　（
乗）

さ

ら

に

き

り

と
冒

め

ず
。

名
字
を

名
の

っ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
記

）

て

出
る

を

こ

そ、

十
人
と

は

し
る

さ

れ

け

　

　
（
兄

　

　

弟
）
　

　

　

　

　

　

（
闇

　

討
）

れ
。

き

や

う

だ
い

が

手
に

か

け
て
、

や

み

う
ち

の

〔
捨）
　

　

（
数
）
　

〔
知）

す

て

刀
、

か

ず
を

も

し

ら
ぬ

所
な

り
。

さ

て

〔
助

　

成
）
　

　

　

　

　

　

〔
先

途
）

す

け

な

り

と

忠
綱、

こ

 

を

せ

ん

ど
 

た
」

か

ひ

け

る

が
、

忠
綱、

す
こ

し

手
お

ぴ
、

家
ま

で

ぞ

十
郎
殿
い

と

ま

申
て

「

さ

ら
バ

」

と

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

つ

て

か

へ

し

て、

　

　

　

　

　

　

ひ

い

て

引
。

祐
成

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
続
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

f

ぴ

て、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

つ

か

け

な

さ

け

　

　

　

　

　

　

　

な

し
。

に

た

ん
、

（

上
・

絵
四
）

明
星
大
学
蔵

奈
良

絵
巻
『

十
番
切
』

釈
文

柴
田

雅
生

（
上
・

詞
五
）

　

　

　

　

　

　

（
過
）

「

と

て

も

今
夜
は

す
ご

す

ま

じ
い
。

名
も

な
き

　

　

　
（
雑
　

　
　

兵
）
　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

（
殺
）

以

下
の

ざ

う
ひ

や

う

の

そ

の

手
に

か

け

て、

こ

ろ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
〔
勝

　
負
）

さ

ん

よ

り、

か

へ

し

あ

わ

せ

て

せ

う
ぶ

を

せ

よ、

　

　

　

　

　

　
（

追）
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

〔
言）

忠

綱
」

と

て
、

お

つ

か

く

る
。

二

た

ん、
「

げ

に

も
」

と

い

ふ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
結
）
　

　
　

（
足
）

ま
」

に
、

と

つ

て

な

を

し

て

切
む

す
ぶ
。

少
あ

し

だ

ち

（
片

　
　
下
）
　
　
〔
上

）

か

た

さ

が

り
、

う
わ

手
に

な

つ

て

十
郎
殿、

に

た

ん

　

　

　（
追）
　（
下）
　

　
　

　
　

　

（
走
）
　

　
　
　

　
　

〔

打）

を

下
へ

お

い

を

う

さ

ん

と、

は

し

り
か

」

つ

て

う
つ

（
た

ち）
　
　

（
忠
　
　

綱
）
　
　

　
　

　
　

（
愛）
　
（
流
）

　

　

〔
柄
）

太

刀

を、

た

冒

つ

な、

さ

ら

り

と

う
け

な

が

し、

つ

か

　

　

　

　

　
〔
裾
）

　
（
薙）
　

　

　
　

　
　

（

馬
于）
　
（
力

を
つ

い

て、

す

そ

を

な

ぐ。

十
郎
の

め

て

の

ち

か

足
　
　）
　
〔
膝
）
　

〔
口

）
　
　
　
　
（
下
）

ら

あ

し、

ぴ

ざ
の

く

ち

を

さ

し

さ

げ、

づ

ん

ど

（
切）
　

　
　
〔
落
）

き
つ

て

ぞ

お

と

し

け

る
。

弓
手
の

足
ば
か

り

　

　

　

　

　
（

躍
）
　

　
（
　

戦

　）

に

て、

半
時
お

ど

つ

て

た

」

か

う

た
。

こ

れ

や

　

　

　
〔
陵
　

　
王

）
　

　
　
　
　

（
向）
　

　
（
鉾
）
　
（
手）

こ

の、

れ

う
わ

う
の

暮
日

に

む

か

う
ほ

こ

の

て
、

　

　

　
（
返
）
　（
一
　

踊
）
　

（
後
）
　

〔
防
）

入

日

を

か
へ

し

ひ

と

お

ど

り、

う

し

ろ

を

ふ

せ

ぎ

　

　

　

　

　

　

　
（

砕
）
　
（
　
戦

　）

こ

す
刀、

百
手
を

く

だ

き

た
」

か

え

ど、

弓
手
の

足

ば

か

り

に

て
、

さ

の

み

は

い

か

で

こ

ら

う
べ

き
。

（
犬

居
）
　

　

　

　

（

転
）
　

　

〔
辺

）

い

ぬ

い

に

ど
う

ど

ま

ろ

び
、

「

あ

た

り
に

五

郎
や

　

　

　
（
助

　

成
〉

　

（
只

　

今
）

あ

る
。

す
け

な

り
こ

そ

た

f

い

ま、

に

た

ん

に

〔
合）
　

〔
討）
　

（
マ
マ
）

　（
同

）
　（
黄

泉
）

あ
い

て

う

た

れ

さ

え
。

お

な

じ

よ

み

ち
と

い

ぴ

　

　

　

　

　

　

　（
合）
　

　
〔
討）
　

　
　

　

　
　

（
恨
）

な

が

ら
、

忠
綱
に

あ

ひ

て

う

た

る

れ

ば
、

う
ら

み

　

　
（
更
）
　
（

思
）
　

　

（
御

辺
）

と
ハ

さ

ら

に

お

も
ハ

ず
。

ご

へ

ん

ハ

命
を

全
し

て、

　

　

　

　

　
（

参
）
　

　

　

（
我

）
　

〔
有

　

様
）

君
の

御
前
に

ま
い

り
つ

 
、

わ

れ

ら

が

あ

り
さ

ま

　

　（
死）
　

　
〔
早
）

　
（

首

×

取）

申
て

し

ね
。

は

や

く

び

と

れ

や、

忠

綱
』 。

に

た

ん、

（
首
）
　（
討

　

落
）
　

（
満
）

く

び

を

う
ち
お

と

す。

ま
ん

ず
る

年
は

貳
十
二
、
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明
星

大
学
研
究
紀
要

【

日

本

文

化
学
部
・
言

語
文

化
学
科
】

第
十
五

号

　
二

〇
〇
七

年

〔
惜）
　

　

　
（
考
）

お

し

ま

ぬ

も

の

は

な

か

り

け

り。

去
間、

時
宗

　

　
（
勢
）
　

　

　

（

戦

）
　

　

　

　

〔
助

　

成
）

ハ

大

ぜ

い

の

中
に

て

た

」

か

ひ

け
る

が、

す
け

な

り

　
（
最
　
期
）
　
（
言

）
　
　

（
聞）
　
　

　
　
　
（
打）
　
（
太

刀）

の

さ

い

こ

の

こ

と

葉
を

き

＼

は

や

う
つ

た

ち
も

（
弱
）
　

　
〔
前

後
）（
不

覚）

よ

ハ

り、

ぜ

ん

ご

ふ

か

く

に

な

り

け

れ

ば
、

「

か

く

て

　
（
叶
）
　

　

　

　

（
思
）
　

　

　

　

　

　

　

　
〔
追

散
）

ハ

か

な

は

じ
」

と

お

も

ひ、

仇
を

四

方
へ

お
つ

ち

ら

し
、

（
御

内
）
　
　

　

　

（
切）

み

う

ち

を

さ

し

て

き

つ

て

入
。

爰
に

御
所
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
歳
）

五

郎
丸

と

申
て、

十
八

さ

い

に

な

り

け

る

が、

八

十

　

　

　

　

　

　

　
（
腹

　

巻
）
　

　
　

　
　

　

　
（
薄

五

人
が

力
な

り、

は

ら

ま

き

の

そ

の

う
へ

に

う
す

衣
）
　
　

　
　

〔
髪
）

ぎ

ぬ

か

づ

き、

か

み

ゆ
り

さ

げ、

と

あ

る

所
に

　

　

　

　

　

　

　

　
（
遅

）
　

　

　
　

（
待）

ひ

つ

そ

う
て、

今
や

お

そ

し

と

あ

い

ま
つ

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　（
知）
　

　
　

　

　
　
（
妻
）

こ

れ

を

ば

ゆ

め

に

も

し

ら

ず
し

て、

つ

ま

戸

を

　

　

　
（
蹴

破）
　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

（

切）

ば

つ

と

け

や

ぶ

つ

て、

御
内
を

さ

し

て

き

つ

　

　

　

　

　

　

　

　
〔
過

）
　

　

（
得）

て

入。

五

郎
丸

や

り

す
ご

し、
「

ゑ

た

り

や、

あ

ふ
」

と

（
言）
　

　

　

　

　

〔
弓

手）
　

　

　

　

　

　

　

（
抱）

い

ふ

ま
」

に
、

ゆ

ん

で

す

が

り

に

む
ず

と

だ

く
。

　

　

　

　

　

　
（

見）
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　

（
思
）

時
宗

、

こ

れ

を

み

て、
「

あ

ら、

口

惜
や

。

女
と

お

も

ぴ

（
見

損
）
　

　

（
抱
V

　

　

　

　

　

　

（
後

　

　
悔
）

み

そ

ん

じ

て、

い

だ

か

れ

ぬ

る

よ
」

と
こ

う

く

わ

い

　

　

　

　

　

　

　
〔
物
）
　（
数
）
　

　

　

（
宙
）

す
。

さ

れ

ど

も、

も

の

」

か

ず
に

せ

ず、

ち

う
に

　

　

　〔
引）
　（
立）
　

　

　
　

　
　

　
　

　
（
走
）

づ

ん

ど

ぴ

つ

た

て

」
、

七

八

間
は

は

し

り

け

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
叶
）
　

　

　

（
存

）

五

郎
丸、

こ

れ

を

見

て、

か

な
ハ

じ

と

ぞ

ん

ず
れ

　

　

　

　

　

　

（
組）
　（
止
）

　
　

　

　

　
　

（
折）
　（
ム
ロ）

バ
、

「

夜
討
を

ば

く

み

と

め

た

る

ぞ
。

お

り

あ
へ

や
つ

」

　（
呼）
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
（
声
）
　

（
　

従
　
）

と

よ

バ

は

つ

た

り
。

其
こ

ゑ

に

し

た

が

つ

て
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
折）
　（
合）

我
も

と

お

ぼ

し

き

大

力、

七

八

人

お

り

あ

ぴ、

手
取

（
足

取
）
　

　
（
縄

X
掛
）

　

　

　

（
将

　

　

殿

）
　（
追）
　（
立）

あ

し

と

り
、

な

わ

か

け
て
、

大
し

や

う

ど

の

へ

お

つ

た

　

　

　
（
無

念
）〔

類

）

　

　

　

　

　

（

問

）

つ

る
。

む
ね

ん

た

ぐ

い

は

ま

さ

り

け

り
。

さ

る

あ

い

だ、

（
頼

　

朝
）
　

〔
討

×

間

近）
　（
参
）
　（
由

）

よ

り

と

も、

夜
う

ち

ま

ち

か

く

ま

い

る

よ

し

を

（
聞
）
　
（
召）
　
　
　
　
〔
着

背

長
）
　
〔
召
）

き

こ

し

め

し
、

御
き

せ

な

が

を

め

さ

れ
、

小
長
刀

　

　

　

　

　

　
（
揺
）

ぴ

き

ず
つ

て
、

ゆ

る

ぎ

出
さ

せ

た

ま

ふ
。

爰
に、

〔
大

　

友
）
　

2
）

お

ほ

と

も

の

市
法

師
と

申
て、

九
つ

に

な

り

　

　
（
　
童

　）

け

る

わ

ら
ハ

、

君

の

御
前
に

か

し

こ

ま
り、

「

さ

か

し

き

申
事
に

て

候
へ

ど

も、

す
で

に

　

　
（
征

　

夷
　

将

　

軍
）

君
ハ

せ

い

い

し
や

う
ぐ

ん

と

御
わ

た

り

候
へ

ば、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
制
）

野
心

の

者
な

ん

ど

を

ば、

い

な

が

ら

せ

い

し

た

ま

ふ

べ

き

に
、

か

ほ

ど

の

事
な
ん

ど

に

御
手

を

お

ろ

さ

せ

た

ま
ハ

ん

事、

　

　

　

　

　

　
（
軽
）

　

　

　

　

　

　

か

る

み
丶
し

く

も

や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
止

）

　

　

　

　

候
べ

き
」

と、

と
冒

め
申

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

り

け

れ

ば
、

（

上
・

絵
五
）

（

上
・

詞
六
）

　

　

　

　

　

　

　

　

（
思
）
　
（
召）
　
　

（
止

）

頼
朝、
「

げ

に

も
」

と

お

ぼ

し

め

し
、

と
望

ま

り

た

　

　

　

　

　
〔
案
）
　
〔
如
）
　
　

　
　

　
（
搦
）
　
（
取）

ま

ふ

所
に
、

あ
ん

の

ご

と

く、

夜
討
か

ら

め

と

つ

　

　

　

　

　（
引）
　〔
据）
　
　

　

（
頼

　
　
朝
）
　

　

（
覧
）

て、

庭

上

に

ひ

つ

す
ゆ

る
。

よ

り

と

も、

御
ら
ん

あ

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
こ

　
　

　
　

　

　
（

父
）

て、
「

い

し

く

も

申
た

る

市
法
師
か

な
。

ち
 

〔
大

　

友
）
　（
伝
）
　〔
聞）
　

　

　

　

（

喜

）

お

ほ

と

も

が

つ

た

へ

き
 
、

さ
こ

そ

よ

ろ

こ

び

申
さ

ん

　

　
〔
烏
帽
子
）
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

（
大

　

　
友
）

に、

ゑ

ぼ

し

子
に

せ

ん
」

と

の

た

ま

ぴ

て
、

お

ほ

と

も

　

　

　

　

　

　
（

義

　

直
）
　（
召）

の

左
近

の

将
監
よ

し

な

を

と

め

さ

れ

つ

 
、

大

〔
隅

）
　（
薩

摩）
　（
下
）
　

　

　

（
時
）
　（
面

　

目
）

す
み、

さ

つ

ま

を

く
だ

さ

る

」

。

と

き

の

め

ん

ぼ

く、

　

　
〔
聞
）
　

（

何
）
　

　

　

　

（
勝
）

世
の

き
ア
ヤ

へ

、

な

に

事
か

こ

れ

に

ま

さ

る

べ

き
。

去
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（
頼

　

朝
）
　（
御

対

面
）
　

　

（
為
）
　

（
青
）

間
、

よ

り

と

も
、

ご

た

い

め

ん

の

そ

の

た

め

に
、

あ
を

（
狩

　

衣

）
　（
立

鳥

帽

子

X
召）
　

（
広

　

　

廂
）

か

り

ぎ

ぬ

に

た

て

ゑ

ぼ

し

め

し、

ひ

ろ

び

さ

し

ま
で

御
出
あ

つ

て、
「

夜
討
ハ

い

つ

く

に

ぞ
。

ち

　

　（
召）
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

〔
萩
）
　
（
小

か

う

め

せ
。

う

け

た

ま
ハ

る
」

と

申
て、

は

ぎ
が

こ

坪
）

つ

ぼ

に

ぴ

つ

す

ゆ

る
。

頼
朝

、

御
覧
あ

つ

て、
「

曾

　

　

　

　

　

　

　

　

　
〔
　
汝

　）

我
の

五

郎
時
宗
と

は、

な

ん

ち

が

事
か
」

「

さ

ん

　

　

　

　

　
（

敵

）
　（
祐

　

経
）
　（
討）
　

（
道

理
）

候
」

。

「

親
の

か

た

き、

す
け
つ

ね

を

う
つ

ハ

だ

う

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
鎌
　

　
倉
）
　
（
下）
　
（
上
）

と

い

ぴ

な

が

ら、

京、

か

ま

く

ら

の

お

り
の

ぼ

り、

道
の

〔
末
）
　

　

（

討）
　

　

　

　

　

　

（
祝
）
　

〔
座

す
ゑ

に

て

も

う
た

ず
し
、

頼
朝
が

い

わ

ゐ

の

ざ

敷
）
　

　

　

　

　

（
条
）
　〔
謂
）

し

き

に

血

を

あ

ゑ

す
で

う、

い

は

れ

な

し
。

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
祐
　

経
）

れ、

ひ

と

つ

仇
な

ら

ば
、

す
け
つ

ね

壱

人
を
こ

そ

（
討）
　

　

　

　

（
当

　

番
）
　（
者

　

共
）

う
つ

べ

き
に
、

た

う
ば

ん

の

も

の

ど

も

に

手

を

（
多
）
　（
負）
　

　

〔
条
）
　（
謂
）

お

ほ

く

お

う

す
る

で

う、

い

わ

れ

な

し
。

こ

れ

ひ

　

　
（
　
敵

　
×

討）

と

つ

か

た

き

う
つ

て

の

其
後、

頼
朝
が

内
所

　

　

　

　

　

　

　

　
〔
頼

　

朝
）
　
（
敵
）

を

さ

し

て

き

り

入
。

よ

り

と

も

に

て

き

を

な

す

（
条

×

謂
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
承

で

う
い

わ

れ

な

し。

と

く

ー
申
候
へ

。

」

時
宗
う

け

　

）
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

（
祐
　
　
経
）
　

　
　
　
　
　

　
　
　

（
下
）

た

ま
ハ

り
、

「

さ

ん

候。

す
け
つ

ね

ハ

、

京、

鎌
倉
の

お

　
（
上

）
　

　
　
　
　
　

　
　

（
者

×

数
　
多

X
召）
　
〔
使
）

り

の

ぼ

り

に

も、

よ

き

も

の

あ

ま

た

め

し

つ

か

ひ、

（
打）
　（
時
）
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

（
打）
　
　

（
時
）
　

　
　

（
騎）

う
つ

と

き
ハ

五

十
騎、

百
騎、

う
た

ぬ

と

き

も
二

十
き、

三

＋
騎
に
ハ

琵
ら

ず
・

楚
ら

ハ

君

の

御

蘇
し

魔
を

（
　
蒙

　）
　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　
〔
兄

　

弟
）

か

う
む

り、

身
ハ

独
身
と

な

り

は

て
、

お

と
」

い

　

　

　（
見）
　
　

〔
者

）
　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
付）
　（
添）

よ

り

外
み

つ

く

も
の

も

な

き

に

よ

り
、

つ

き

そ

ひ

　

　

　
〔
狙
）
　

　
　

　
　

　

　
　
（
得
）

　

　
　

　
　
（
討）
　
　
（
得）

ま

い

り

ね

ら
へ

ど

も、

折
を

ゑ

ざ

れ

バ
、

う

ち

も

ゑ

ず
。

　
（
狩

　

倉
）
　

（
込）
　

　

　

　

　

　

　
〔
存
）

此

か

り

く

ら

の

人
ご

み

を

よ

き

折
か

ら

と

ぞ

ん

じ、

（
紛
）
　
　

　

　
　
（
討）
　
　

　

　
　

　

（
　

諚

　）
　
〔
如
）
　
　

（
予）

ま

ぎ
れ
い

つ

て

う
つ

て

候
。

御
ぢ

や

う

の

ご

と

く、

か

明

星

大

学
蔵

奈
良
絵
巻
『

十

番
切
』

釈
文

柴
田

雅
生

　

　

　
（
祐

　

経
）
　

　
　
　

　
　〔
討）

ね

て
ハ

す

け
つ

ね

壱
入
を

こ

そ

う
つ

べ

き

　
（
存
）
　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
（

面
）

と

ぞ

ん

じ

て

候
ら

ぴ

し

に、

當
番
処
の

め

ん

ー

　

　

　

　

　

　

　

　
〔
乗）
　

　

（
臆

　

　

病

　

　

刀
）（
使
）

が
、

な

か

く
に

名
の

り

出、

お

く

び

や

う
が

た

な

つ

か

　

　

　
（
逃

　

足

X
踏）
　

〔
憎
）
　

　

（

威
）

う

て、

に

げ
あ

し

ふ

む

が

に

く

さ

に
、

お

ど

し
の

　

　

　

　

　

　

　
（
負）

た

め

に

太

刀

風
を

お

う

せ

候
ら

ぴ

つ

る

な

り
。

（
重

　

恩
）
　

　

　

（
　
蒙

　）
　

　
（
妻

子）
　
〔
扶
持
）

ぢ
う

お

ん

を

正

に

か

う
む

り、

さ

い

し

を

ふ

ち

　

　

　

　
（
助
）
　

　
　

　

　
　

　
（
方
）

し、

身
を

た

す
け、

人
と

な

る

か

た

ぐ
が
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
乱
）

こ

れ

程
に

御
所
中
へ

夜
討
の

入

て

み

だ

る

 

　

　
〔
誰
）
　

　

　
（

進
）
　

　

　

　
（
捨）
　
　

　

　
（
御

に、

た

れ

こ

そ

す
 

み

命
を

す

て

君

の

こ

前

）
　〔
罷
）
　〔
立
）

　

　

　

　

（
者
）

ぜ

ん

に

ま

か

り
た

」

ん

と

仕
る

も

の

も

な

し
。

（
外
　
様）

と

ざ

ま

な

れ

ど

も、

に

た

ん

と、

御
内
の

五

郎
丸

　

　

　

　

　

　

　
〔
立）
　
　

　
（
者
）

よ

り

外、

御
用
に

た

つ

べ

き

も

の

ハ

な

し
。

御

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
敵
）

一

族
に

て

お
ハ

し

ま

す
も、

て

き

の

四

郎
殿
こ

そ

（
膝
）

　
（
口

）
　
（
破
）

ひ

ざ
の

く

ち

を

わ

ら

れ

て、

足

が

か

な

は

で

お

ひ

　

　

　

　

　

　
〔

外
）
　

　

（
負）
　
　

　
　

　
　

　

〔
召）

き

あ

れ
。

そ

の

ほ

か

の

手
を

い

ど

も、

み

な

め
し

出

　
〔
実
　
　

検
）
　
　

　

　（
向）
　
　

（
疵
）

し

じ
つ

け

ん

あ

れ
。

む
か

う
き

ず
は

よ

も

あ

ら
じ。

　

　（
逃）
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

（
臆

　

　
　
病
）

み

な

に

げ

疵
に

て

候
べ

し
。

か

」

る

お

く

び

や

う

　

　
〔
奴

　

原
）

な

る

や

つ

ば

ら

に
、

あ
つ

た

ら

し

き

御
所
領
を

い

　

　

　

　
（
賜）
　
　

　
　
　

　

　
　
　

（
少
）

た

づ

ら

に

た
バ

ん

よ

り
、

我
等
に

す
こ

し

下
さ

れ、

（
御

芳

志
）

ご

は

う

し

に

あ

つ

か

ら
バ
、

こ

れ

ほ

ど

ま

で

は

　

　（
逃）

よ

も

に

げ

じ
。

た

と
ヘ

バ
、

祖
父
伊
藤
ハ

、

不

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〔
予

　

孫
）〔
我
　鯉
守）

忠
の

者
に

て

候
ヘ

バ
、

し

そ

ん

わ

れ

ら

に

い

た

る

　

　

　
（
御

憎）
　

　

　

　

　

（
道

　
理）

ま

で
、

お

に

く

み

あ

る

は

御
だ

う
り
。

さ

り

な

が

ら、

　
（

書）
　
　

　

　
　

　
　

（
絶）
　
　

　
　

　
〔
報
）

念
所
に

は

「

怒
り

を

た

て
。

恩
に

む

く
ヘ

バ
、

仇
も

〔
味
　
方
）

み

か

た

と

な

る
。

親
子

兄

弟
な

れ

ど

も、

欲
心
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明

星
大

学

研
究
紀
要
【

目

本
文

化
学

部
・
言
語
文
化
学

科
】

第

十
五

号

　
二

〇
〇

七

年

　

　
〔
含
）
　

　

（
外）
　
（

敵

　

党
）
　

〔
説）

内
に

ふ

く

め

ば、

と

に

て

き

た

う
L

と

と

か

れ

た

り。

　

　

　

　

　
（
僻

　

事
）
　

　
　

（
　
昔

　）

祖
父
伊
藤
も

ひ

が

ご

と

な

し
。

む

か

し、

源
平
両

　

　
（
時
）
　

　

　

　

（

取
）
　

（

張

）

家
の

と

き、

天

下
の

弓
と

り、

二

ち
や

う
の

弓
に

　
（
筋
）
　
（
弦
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
昨

　
日）

一

す
ち

の

つ

る

を

か

け
わ
づ

ら
い
、

き

の

ふ

源
氏
へ

（
引）
　
　
　
　
　
〔
今

日

）

（
又

X
引）
　（
換）

ひ

く

弓

を、

け

ふ

ハ

ま

た

ぴ

き

か

へ

て、

平

家
に

（
引）
　〔
　
輩

　
）

ぴ

く

や

か

ら

も

あ

り
。

か

や

う
に

人
ハ

せ

し

　

　

　

　

　

　

　

　
〔
二

）

か

ど

も
、

伊
藤
は

心

ふ

た

つ

な

く

き

れ

て、

　

　

　（
取）
　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

〔
矢）

弓
箭
を

と

り

し

な

り
、

か

や

う
に

弓
や

　
〔
者
）
　

（
頼
）
　

　

　

（

取
）
　（
当

取
も

の

ハ

、

た

の

も

し

き

弓
と

り、

た

う

干
）

ぜ ．
ん

と
こ

れ

を

申
な

り
。

そ

れ

に、

伊
藤
が

（
子

孫
）
　

（
疎
）
　（
果）

し

そ

ん

を

ぱ

う
と

み

は

て

さ

せ

た

ま

ぴ

　

　
（
命
）
　（
継）
　

　

（

便
）

て
、

め
い

を
つ

ぐ

べ

き

た

よ

り

も

な

し。

　

　

　

　

　（
恋）
　

　

　
　

　

　
　

（
僅）

籠
鳥
の

雲
を

こ

ぴ、

壺
中
魚
の

、

わ

　

　

　

　

　
〔
息
）
　
　

（
風
　

情）

つ

か

に

泡
に

い

き

つ

ぐ

ふ

ぜ

い

に

て、

（
生）
　
　
（
甲
斐
）

　
　

（
憂）

い

き

て

か

ぴ

な

き

う

き

身
と

な

り、

と

　

　

　（
死）
　
（
及
）
　
　
　
　
　

　
　
（
親
）
　

（
敵
）

て

も

が

し

に

お

よ

ば

ん

よ

り、

お

や

の

か

た

　

　
（

討

　

死
）

き

と

う

ち

じ

に

し

て、

名
を

後
代
に

（
挙）あ

げ
ん

た

め
、

我
君
L

と

こ

そ

申
け

れ
。

（
上
・

絵
六
）

（

下
・

詞
一
）

　

　

　
（
聞
）

　〔
召）

頼
朝、

き
こ

し

め

さ

れ

て、

「

あ
ふ
、

よ

の

事

　

　

　

　

　

　

　〔
討）
　
　
　

　

　
　

　
（
頼
　

朝
）

さ

て

を

き

ぬ
。

仇
う
つ

て

の

其
後、

よ

り

と

も

　

　

　

　

　

　

　
（

切）
　
　
　

　
（
頼
　

　
朝
）

　
（
敵
）

が

内
所
を

さ

し

て

き

り

入、

よ

り

と

も

に

て

き

　

　

　
（
条

×

謂
）

を

な

す
で

う
い

わ

れ

な

し
。

と

く

ー
申
候
へ

。

L

　

　
（
　

　

承

　

　
）
　
　

　
　
　

　

　
　
　

（
尋
）

時
宗
う
け

た

ま
バ

リ、
「

さ

ん

候
。

御
た

つ

ね

な

れ

ば

申
べ

し。

た

と
へ

ば、

祖
父
伊
藤
ハ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
名）

不
忠
の

者
に

て

候
ど

も
、

な

に

あ

る

者

　
（
子

　

孫）
　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
（
絶）
　

　
（
果）

の

し

そ

ん

な

れ

バ
、

い

か

で

か

た

や

し

は

て

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
召）
　
（
出
）
　
　
　
　
（
懸

と、

二

入
に

一

人
を

も

め

し

い

だ

さ

れ、

け

ん

命
）
　∩
地）
　

（

少
）
　

　

　

　

〔
安

堵
V

め

い

の

ち
に
、

す
こ

し

な

り

と

も

あ

ん

ど

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
祐

　

経
）

を

な

し

た

ま
ハ

ら

ば、

た

と
へ

す
け
つ

ね

（
討
）

　

　
　

　
　

　

　

（
思
）
　
（
堪
）

う
ち

た

く
と

も、

お

も

ひ

こ

ら
へ

て
、

本
領
に

（
　
慰

　）
　
　

　
（
過）

な

ぐ

さ

み

て

も

す
ぎ

ぬ

べ

し
。

さ

れ

バ
、

弓

取

　

　

　

　

　

　（
惜）
　

　
　

　

（
懸

　

命
）

の

命
に

か

へ

て

お

し

き

は、

け

ん

め
い

の

本
領

　

　

　

　

　

　

　
（
少
）
　

（
残
）
　

（
召）

な

り
。

そ

れ

に、

す
こ

し

も

の

こ

ら
ず
め

し

上

ら

　

　

　

　

　

　

　

　
（
　

剰

　
V

　
（
祐

　

経
）

る
 

の

み

な

ら

ず
、

あ

ま
つ

さ

え

す
け
つ

ね

　

　
（
円
）
　
　
　
　
　

　
　
（
上

）（
見）
　（
鷲
）
　

（

振

に
一

ゑ

ん

に

下
さ

れ、

う
へ

み

ぬ

わ

し

と

ふ

る

舞）
　

　
　
　

　

　
　

（
浪
）

ま

ひ

し、

か

 

る

う

ら

み

の

か

ず

く
の、

そ

　
（
　

源

　
）
　
〔
尋
）

の

み

な

も

と

を

た

つ

ぬ

る

に、

君
の

御
身

　
（
止

）
　

　

　

（
祐

　

経
）
　

　

（
先
）

に

と
f

め

た

り
。

す

け
つ

ね

よ

り

も

さ

き

に

ぞ

と、

心

を

か

け

申
せ

し

に、

そ

れ

に

手

　（
立）
　（
者
）
　

　

　

　

　

　

　

　
（
衣

X
被
）

に

た

つ

も

の

も

な

し。

五

郎
丸、

き

ぬ

か

つ

　

　
（
髪
）
　

　
（
下）

き、

か

み

ゆ

り

さ

げ

て

あ

り

つ

る

を、

女

と

（
思
）
　

　
　
　
〔
損
）
　
　
　
　
（
左

右）
　
　

（
取
）

お

も

ぴ
、

見
そ

ん

じ

て
、

さ

う
な

く

と

ら

れ

て

候
そ

や
。

五

郎
丸
だ

に

な
か

り

せ

ば、

あ

つ

　

　

　

　

　

　

　

　
（
危
）

ば

れ、

君
の

御
命
ハ

あ

や

う

か

り
つ

る

も

の

を

や
」

。
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（

下
・

絵
一
）

（

下
・

詞
二
）

　

　

　
（
聞
）
　〔
召）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

〔
剛
）

頼
朝、

き

こ

し

め
さ

れ

て
、

「

あ
つ

ぱ

れ、

大
か

う

　
〔
者
）

の

も

の

か

な。

た

と

ひ、

さ

あ

り

と

も、

我
ま

へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
思
）

に

て

は
、

さ

な

し

と

こ

そ

申
す
べ

き

に
、

お

も

　

　

　

　
（
残
）
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

（
神

　
　

妙
）

ひ
の

色
を

の

こ

さ

ず
申
つ

る

こ

そ、

し

ん
べ

う

　

　

　

　

　

　

　
（

親
）
　（

敵

）
　（
討）

な

れ
。

た
冒

し、

お

や

の

か

た

き

を

う

た

ん

と

て
、

　

　

　

　

　〔
知）

継
父
曾
我
に

し

ら
せ

け
る

か
。

京
の

小
次
郎、

　

　

　
（
禅

師
）
　

　

（

宮
）
　〔
姉

　

婿
）

越
後
の

ぜ

ん

じ、

二

の

み

や

の

あ

ね

む
こ
、

母

に

ハ

（
知）
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

〔

し

ら

せ

ざ

り

け

る

か
。

と

く

く
申
候
へ

」
。

時
宗
う

　

承

　
　）
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

（
伺

候

け

た

ま
ハ

り、
「

さ

ん

候
。

小

次
郎
ハ

本
所
に

し

こ

X
　
　
仕

　
　）
　
　

（

隙
）

う
っ

か

ま
つ

り、

ひ

ま
な
き

身
に

て

候
へ

ば
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
知）

よ

り

あ

ふ

事
な

き

に

よ

り
、

し
ら

す
る

事
も

　

　

　

　

　

　

　
（

禅

　
師
）

候
ハ

ず。

越
後
の

ぜ

ん

じ

は、

法
師
の

身
に

て

（
　

経

　
X
読）
　
　
　
　

　
　
　
　
（
親
）
　
　

（
問
）

き

や

う

よ

み、

念
仏
申

、

お

や
の

跡
と

ふ

そ
の

子

　

　
（
殺
）
　
　

（
何
）
　

　
　

　

　
　

（
知）

を、

こ

ろ

し

て

な

に

」

せ

ん

と、

し

ら

す
る

事
も

　

　

　

　

　

　
（
宮
）
　
（

姉

　

婿
）
　

　

　

　

　

（

小

候
ハ

ず。

二

の

み

や
の

あ

ね

む
ご

は、

よ

し

な

き

こ

　

男
）

（
与
）

　

　

（
懸

命
）

〔

失

）

じ

う
と

に

く

み

し
、

一

所
け

ん

め

い、

う
し

な
ハ

ん

と、

　

　

　

　

　

　
〔
存
）
　

　
（
知）

よ

も

申
さ

じ

と

ぞ

ん

じ
、

し

ら
す

る

事
も

候
ハ

ず
。

　

　

　（
知）
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　（
寄）
　
（
後

母

に

は

し

ら

せ

た

く

候
ひ

つ

れ

ど

も、

年
よ

り

あ

）
　
（
残
）
　

　
　

　

（
若
）

と

に

の

こ

り

ゐ

て
、

わ

か

き

子

ど

も

を

出
し

　

　

　
（
物

　
　
思
）
　

　
　

　
（
い

ふ

×

親
）
　
　
（
世）

た

て、

も

の

お

も
ハ

ぬ

と
ゐ

う

お

や

の
、

よ

に

　

　

　

　

　
（
存
）
　

　
（
知）

ハ

あ

ら

じ

と

ぞ

ん

じ、

し

ら

す
る

事
候
ハ

ず。

明
星

大

学
蔵

奈
良
絵
巻
『

十
番
切
』

釈
文

柴
田

雅
生

　

　

　

　

　

　（
仲）
　
　

　

　
　

　

（
　

昔

　）

継
父
は

な

さ

ぬ

中
、

継
子

継
母
の

む

か

し

　

　

　（
仲）
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

（
知
）

よ

り、

中
よ

き

事
の

あ

ら

ざ

れ

ば、

し
ら

せ

ず
L

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
問）

と
こ

そ

申
け

れ。
「

今
ハ

と

う
べ

き

事
も

な
し。

　

　

　

　

　
（

暇

×
取）
　

　

　

　

　

〔
仰
）

は

や

く、
い

と

ま

と

ら

せ

よ
」

と、

お

ほ

せ

出
さ

れ

　

　

　

　

　

　

　
（

祐

　

経
）
　（
嫡

　

子
）

け

る

と
こ

ろ
に
、

す

け
つ

ね

が

ち

や

く

し

犬
坊

　

　

　
（
　
童

　）
　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
（
来）

と

申
す

わ

つ

パ
、

い

つ

く

か

ら
か

は

き
た

り

け

ん、

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
声
）
　（
惜
）

時
宗
を

見

る

よ

り

も
、

こ

え

も

お

し

ま
ず
わ

つ

　（
泣）
　

（
持）
　

　

（

扇

）
　

　

（
時

　

宗
）

と

な

き、

も
つ

た

る

あ

ふ

ぎ

に

て
、

と
き

む
ね

が

（
　
面

　）
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
（
打）

お

も

て

を

ち
や

う

く
と

ぞ

う
つ

た

り

け
る

。

時
宗

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
笑
）

こ

れ

を

見、

に

つ

こ

と

わ

ら

ひ

あ

ふ
。

「

ゆ
」

し

く

も

〔
打）
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

〔
　
汝

　）

う
つ

犬
坊
か

な。

う

ら

や

ま

し

や

な
。

な

ん

ぢ
ハ

、

夕
べ

　

　（
討）
　
　

　
　

　

　

（
今
朝）
　

　
　

　
　

　

〔
打）

父

を

う

た

せ

つ

」

、

け

さ

手
に

か

け
て

う
つ

こ

　

　

　
（
悲
）
　

　

　
　

　

（
我
）

と

よ
。

か

な
し

き

か

な

や

わ

れ

く
は、

五

つ

や

三

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
　
汝
　）
　
（
親
）
　
（
討）

つ

の

年
よ

り

も、

父
を

な

ん

ち
が

お

や

に

う
た

　

　

　

　（
伏）
　
　

　

（
隠
）
　
（
居）
　
　

　
　

　
〔
尽
）

せ、

野

に

ふ

し

山
に

か

く

れ

ゐ

て
、

心

を

つ

く

　

　
（
肝
）
　（
消）
　

（
十
九）
　（
二

十
）
　（
余
）

し、

き

も

を

け

し
、

つ

ゴ

や

は

た

ち
に

あ

ま
つ

　

　（
討
）

　
　

　

　

　

　

　

（
嬉
）

て、

う

ち
け

る

だ

に

も

う

れ

し

き

に、

さ

こ

そ

　

　

　

　

　

　
（
尽
）
　

　

　
　

　
　

　

　
　

（
打）

犬

坊
が
、

心

も
つ

く

さ

ず
を
こ

の

け
な
く

う
つ

を、

絶
し

く

認
ふ

ら

ん
・

こ

れ

も

君
の

御

齷
そ

や・

（
和

殿
）
　
（
腕
）
　
（
叶
）
　

　

　

　
〔
打）
　

　（
腹
）

わ

ど

の

が

う
で

に

か

な

ふ

ま

じ。

う
つ

て

は

ら

だ

　（
居）
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
（
打）
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

（
顔
）

に

い

る

な

ら
ば、

い

か

ほ

ど

も

う

て

や、

犬
坊
L

と、

か

ほ

　

　〔
上）
　

　
（
打）

ふ

り

あ

げ
て

う

た

せ

け

り。

　

　

　

　

御
前
な
り

し

人

ぐ
、

「

弓
取
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
当

　
座）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

う
ざ

の

恥
辱
を

　

　

　

　
（

与
）
　

　

　
　

（
勿

　

体
）

　

　

　

　

あ
た

う
る

事、

も
つ

た

い

な

し
」

と

申
て
、
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明
星
大
学
研
究

紀
要
【

日

本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
】

第
十
五

号

　
二

〇
〇
七

年

（

下
・

絵
二
）

犬
坊
を（

抱
）
　（
入）

い

だ

き

い

る

」
。

（

下
・

詞
三
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
忠

　

綱
）
　
（
助

か

 

り

け

る

所
に、

二

た

ん

の

四

郎
た
f

つ

な、

す
け

成
）
　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

（
　
貫

　）

な

り

の

首、

太
刀

の

切

さ

き

に

つ

ら

ぬ

い

て、

御

　

　
〔
参
）
　

（
上）
　

　

　

　

　

　

　

　
（
実

　

検
）

前
に

ま

い

ら

せ

あ

ぐ
る
。

頼
朝、

首
を

御
じ

つ

け

ん

　

　

　

　

　
（
無

慚）
　

　
　

　

　
　

　
　

　

（
剛
）

あ

り。

あ

ら

む

ざ

ん

や

時
宗

、

今
ま

で
ハ

か

う
の

（
　

眼

　）
　
（
見
張）
　

　
　

　
（
悪
）

　

　
　

　
　

　

（

ま

な
こ

を

み

は

つ

て、

わ

ろ

び

れ

ざ

り

し

す

姿
）
　
（
変
）
　

　

　
　
　

（
流
）
　

　

〔
　

頭

　）

が

た

も

か

ハ

り、

泪
を

な

が

し、

か

う
べ

を

地

に

　

　

　

　

　

（
痛

）
　

　

　

（
早
）
　

（
変
）

つ

け、
「

あ

ら

い

た
ハ

し

や、

は

や

く

も

か

ハ

り

た

ま

ぴ

　

　

　

　

　

　

　
〔
鞭
）
　（
打）

け
る

や
。

竹
馬
に

む

ち
を

う
ち

し

よ

り、

此

方

〔
】
）
　

　
（
起）
　（
伏）
　

　
　

（
片
　
時）
　
（
見）

ひ

と

所
に

を

き

ふ

し

て
、

へ

ん

じ

も

み

え

さ

せ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
渡
）

た

ま
ハ

ね

ば、

と

や

ま

し

ま

す

ら

ん
、

か

く

や

わ

た

ら

せ

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
添）
　

　

（
思
）
　

　
　

　
　

（
悲

）

た

ま

ふ

ら

ん

と、

心

を

そ
へ

て

お

も

ひ

し

に、

か

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　〔
体
）
　
　

（
続

）

し

き

か

な

や

今
は

は

や、

五

た

い

分
別
つ

f

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
変
）
　〔
果）
　

（
徒

か

ね

ば、

あ

り

し
か

た

ち

も

か

バ

リ

は

て、

い

た

つ

　

事
）

ら
ご

と
乂

な

り

に

け

り
。

と

く

し

て

我
も

か

く

な

り

て、

（
同
）
　

　

　

　

（
思
）
　

　

　

　

（
包
）

お

な
じ

道
に
」

と

お

も

ぴ

け

れ

バ
、

つ

 

め

ど
こ

ぼ

る

　（
　
涙

　）
　

　

　

　

（
白

洲）
　（
濡）

る

な

み

だ
ハ

、

庭
の

し

らー
す
も

ぬ

れ

ぬ

べ

し
。

（
下
・

絵
三
）

（
下
・

詞

四
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
切）

時
宗
が

太

刀

を

取
出
し、
「

こ

れ

に

て

き

れ
」

と

　

　
（

　
諚

　
）

　

　

　

　

　

　

　

（

マ
マ）
　

　

　

（
不

思

の

御
ぢ
や

う
な

り
。

時
宗、

こ

れ

見、
「

あ

ら

ふ

し

議）
　

　

　

　

　

〔
一

昨

年
）
　

（
上
）

ぎ

や
。

此

太
刀

は

お

と
」

し

京
へ

の

ぼ

り

し

　

　

　

　

　

　

　（
買）
　

　
　

　

　

（
夜

討
）

時、

四

条
町
に

て

か

ひ

取、

A
ユ
佼

よ

う
ち

も

　

　

　

　（
討）
　
　

　
　

　
　

（
首
）
　
　

　

　
　

　
　

　
　

（
切）

こ

れ

に

て

う
つ
。

我
等
が

く

び

も

此

太
刀

に

て、

き

　

　

　

　

　

　
（
不

思

議
V

ら

れ

ん

こ

と

の

ふ

し

ぎ

や
L

と
、

申
せ

し

事
は、

　

　

　

　

　

　

　
（
隠
）
　

　

　

　

　
（

言

葉

×

な

り）

此
太

刀
の

出
処
を

か

く

さ

ん

た

め
の

こ

と

ば

成。

　

　

　

　

　

　

　

〔
鷹

　
が

　
岡
）
　

〔
切）

去
間、
「

時
宗
を
バ

た

か

穩

お

か

に

て

き

れ
」

と

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
引）
〔
立）
　

　

（
鷹

が

上

意
な

り

と

て
、

時
宗
を

ぴ

つ

た

て

」
、

た

か

」

岡

）
　
　

（
急
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

（
世）
　
（
常
）

　
（
召

お

か

へ

そ

い

そ

ぎ

け
る
。

「

た
f
、

よ

の

つ

ね

の

め

し

人

）
　

　

　
　

　
〔
最

　
期
）
　
〔
体
）
　
　

　
　

　
　

　
　
（
剛）

う
ど

だ

に

も、

さ

い

こ

の

て

い

ハ

面

白
し
。

大
強
一

の

　

　

　

　

　

　（
見）

時
宗
が

最
後
を

み

ん
」

と

い

ふ

ま
 

に、

貴
賤

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ロ
　　

群
集
を

な

し

に

け

り
。

時
宗、

人
の

多
き

を

み

　

　

　

　

　

　

　
〔
惜）
　

　

　

　

　

　
　

〔
広

　

座
）

て、

「

あ
」

ら、

口

を

し

や
。

か

ほ

ど

の

く

わ

う

ざ

に

て、

　
（
及
）

に

お

よ

ぶ

事
よ

。

よ

し

ー
夫
も

時
宗
が
、

山
賊
海
賊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
孝

　
　

　
養
）

を

し

た

る

身
に

て

も

あ

ら

ば

こ

そ
。

父
母
き

や

う

や

う

　

　

　

　

　

　

　〔
付）
　
　

　
（
縄
）

の

そ
の

た

め

に、

つ

い

た

る

な

わ

に

て

　
（
　
問

　）

有
あ
い

だ、

神
の

前
に

て

　

　

　

　

　

　
（
御

注

連

縄
）

　

　

　

　

　

　

み

し

め

な

は、

　

　

　

　

　

　

　
〔
前
）

　

　

　

　

　

佛
の

ま
へ

に

て

　

　

　

　

　

　
（

善
）
　（
綱
）
　

　

（
紐
）

　

　

　

　

　

　

ぜ

ん

の

つ

な、

経
の

ぴ

ぼ

　

　

　

　

　

　

　（
言）

　

　

　

　

　

と

も

い

ひ

つ

べ

し
。

心

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
寄）

　

　

　

　

　

　

あ

ら

ん

弓

取
達
ハ

、

よ
つ

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
手
掛）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

か

け

綱
の

恥
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（

下
・

絵
四
）

て

結
縁
せ

よ
、

人

ぐ
L

と

言

　

　

　

　

　

　

　

　（
鷹
　
が

　
岡
）

　

ま
」

に、

あ

う、

た

か

f
を

か

へ

　

　

　

　

　

　

　（
急
）

　

　

　

　

　

　
ぞ

い

そ

ぎ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

け

る
。

（

下
・

詞

五
）

（
鷹

　
が

　
岡
）
　

〔
借）

た

か

買

を

か

に

も

つ

き

し
か

ば、

九

品
の

松
の

　

　
〔
敷

　

皮
）
　〔
敷）
　

（
直
）

下

に

し

き

が

わ

を

し

か

せ

な

を

り

け
り。

時
宗、

心

　
（
思
）
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
切）

に

お

も

ふ

や

う、
「

此
松
の

下

に

て

き

ら

れ

ん

事
ハ

、

　

　

　

　

　

　

　
（

浄

　
　
土

）
　
〔
思
〉

ぴ

と
へ

に

九
品

の

じ

や

う
ど
」

お

も

ふ

な

り
。

い

　

　

　

　

　

　
（
縄

　

取
）
　

（
少
）
　

（

暇

）

か

に

太
刀

取、

な

わ

と

り

も、

す
こ

し

の

い

と

ま

を

（
賜）
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
（
浄

　
　
土
）

た

び

た

ま
へ

。

時
宗
が

最
期
に、

じ

や

う

ど

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
談
）
　
　
〔
聞）

三

部
經
を、

あ

ら

く
だ

ん

じ

て

き

か

せ

申

　

　

　

　

　
（
法

華
）
　
（
乗
）
　
〔
功

力
）
　
（
貴
）

さ

ん
。

そ

れ

ほ
つ

け
一

ぜ

う

の

く

り

き

は

た

つ

　

　

　

　

　

　

　
（

弥

陀
X
依
　
　
正

　
　
法

×

万

　
　
徳
）

と

し
。

有
が

た

き

み

だ

ゑ

し

や

う

ぼ

う
ま

ん

ど

く

　
〔
　
位

　）
　
　

ノ

の

く

ら
い
、

三

世
諸
佛
出
世

ノ

本
懐
ハ

衆
生

　

　

　

　

　

　

　

　
（
愚

痴）
　

（
衆

　

　

生
）

成
佛
の

直
道
な

り
。

ぐ

ち
な

る

し

ゆ

じ

や

う

　
〔
至

）
　

　

　

（

向

　

　

上
）
　（
法

　

文
）

に

い

た

り

て

ハ

、

か

う

じ

や

う
の

ほ

う
も

ん

な

り
。

　
（
禅

X
修

　

　

行
）
　（
田
）

座
ぜ

ん

し

ゆ
ぎ

や

う
の

で

ん

地

に

い

た

り

が

た

き

　

　

　

　

　

　
（
唱
）
　

（
極

　

楽
）
　（
往

　

　

生
）

者
ハ

、

六

宗
を

せ

う
し

て

ご

く

ら

く

に

お

ふ

じ

や

う

　

　

　

　

　

　

　

　
（
時
）

　

　

（
千

世

界
）

す。
　一

指
を

捧
る

其
と

き
ハ

、

大
せ

ん

せ

か

い

も

こ

」

に

あ

り。

た

け

を

う
つ
、

た

う
を

見
て
、

悟
道
す
る

　
（
分

　

　

明
）
　

　

（
妙

　

楽
）
　

　

　

（

釈

）

事
ふ

ん

み

や

う

な

り
。

め

う

ら

く

大

師
の

御
し
や

く

明
星
大

学
蔵

奈
良
絵
巻
『

十
番
切
』

釈
文

柴
田

雅
生

　

　

　

　

　
〔
諸

　

　

教

×

所

　

讃
）
　（
多

在

弥

陀
）
　（
西

に

い

わ

く、

し

よ

き

や

う

し

よ

さ

ん
、

た

ざ
い

み

だ、

さ

い

方

×
を
）

　

　

　
（
先

）
　

　

　

　

（

唯

　

心
）
　
（
弥
陀）

ほ

う
お

も

つ

て

さ

き

と

せ

り
。

ゆ
い

し

ん

の

み

だ、

（
己

身
）
　
（
浄

　

土

）
　

　

　

　

（

本

　

来
）（
無

　
東

　

西
）

こ

し

ん
の

じ

や

う
ど

な

れ

ば、

ほ

ん

ら
い

む

と

う
ざ
い
、

　

　

　

　

　

　
〔
　
観

　）

何
所
有
南
北
と

く

わ

ん

ず
べ

し
。

そ

れ

六

字

（
名

　

　

号
）

　

　

（
経

　

　

論
）
　

（
華

　

厳

　

経
）

み

や

う
が

う
を

集
る

き

や

う
ろ

ん
ハ

、

け

ご

ん

き

や

う

　

　

　

　

　

　
〔
作
）

に

て

南
の

字
を
つ

く

り、

阿
含
經
に

て

無
の

字
を

作
り、

方
等
經
に

て

阿
の

字
を

造
り、

大

般
若
に

て

弥
の

字
を

造
り、

法
花
經
を

　

　

　

　

　

　

　（
作
）

も
つ

て

陀
の

字
を

つ

く
つ

て、

南
無
阿
弥
陀
仏

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
薩
）

と

申
な

り
。

十
方
三

世
佛、

一

切

諸
菩
さ

つ
、

　

　（
諸

聖

教
）

　

　

（
説）

八

万
し

よ

せ

う

ぎ

や

う、

皆
是
阿
弥
陀
L

と

と

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
　

頭

　）

時
ハ

、

聴
聞
の

老
若、

か

う
べ

を

　

　

　

　

　

　

か

た

む

け、

時
宗
を

　

　

　

　

　

　

　

　
（
拝
）

　

　

　

　

　

　

　

　

お

が

ま

ぬ

人
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

か

り

け

り
。

（
下
・

絵
五
）

（
下
・

詞
六
）

　

　

　

　

　

　

　（
　

幼

　）

彼
時
宗
と

申
ハ

、

お

さ

な

か

り

け

る

時
よ

り

も、

　

　
（

　
怠

　
）

勤
行
を

こ

た
ら

ず
。

冖

心

三

観
の

月
ハ

、

無
明
の

　

　（
照）
　
　

　

（
観

　

　
　

念

）
　
（
窓
）
　
　

　
　

　

　

（
眉

暗
を

て

ら

し
、

く

わ

ん

ね

ん

の

ま
ど

の

前
に
ハ

、

ま

）
　

　

　
　

　

　

（
垂）

ゆ

に

八

字
の

霜
を

た

れ、

一

實
中
道

の

（
　
車

　）

く

る

ま
ハ

、

無
二

無
三

の

門
に

轟、

一

乗
菩
提
の

（
駒
）
　

（
平

　

　

等
）
　（
会）
　

　

　

　

　

（
覚
）

こ

ま
ハ

、

び

や

う

ど

う

大
ゑ

の

苑
に

嘶
。

等
が

く
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明
星
大
学
研

究
紀
要
【

日

本
文
化

学
部
・
言

語
文
化
学
科
】

第
十

五

号

　
二

〇
〇
七

年

　
（
転
）
　

　

　

　

（
妙

　

　

覚
）
　〔
乗
）
　（
峰
）

一

て

ん

の

時
鳥
ハ

、

み

や

う

が

く

大
ぜ

う
の

み

ね

に

（
鳴）
　

　
　

　
　

　
　

　

　
（
　

鶯
　
　）
　
　

（
下

化）

な

く
。

入

重
玄
門
の

う
ぐ

ひ

す
は、

げ
 

衆
生

　
〔
谷

）

（

囀

）

（
諸

行

無

常
）

の

た

に

」

さ

へ

づ

り、

し

よ

ぎ

や

う
む

ち

や

う

の

　

　

　

　

　

　（
生

　
　

滅

　

　
法

）

春
の

花
は、

是
し

や

う

め

つ

ぼ

う

の

風
に

（
散）
　

　
（
生

　
　
滅

　
　

滅
）
　
　
　
　
　
　
　

　

　
（
　

寂

ち

り、

せ

う
め
つ

く
已

の

秋
の

月
ハ

、

ぢ
や

く

滅

　
為

　
楽
）
　

　

（
隠
）
　

　

（
万

　

山
）

め
つ

い

ら

く
の

雲
に

か

く

る
」
。

ば

ん

ざ
ん

に

ふ

ん

ー
し

、

か

く

の

ご

と

く

と

あ

る

も

の

を
。

「

た
く

（
念

　

仏
）
　

　

　

　

　

　

（
及

）
　

（
及

）

ね

ん

ぶ

つ

を

申
べ

し
」

と、

お

よ

ぶ

も

お

よ

ば

ざ

　

　

　

　

　

　

　（
念

　

仏

）

り

け

る

も、

み

な

ね

ん

ぶ

つ

を

申
け
り

。

　

　

　
（
鷹

　
が

　
岡
）

是
ハ

、

た

か

f

を

か

に

て

の

事
。

さ

て

も

君
の

　

　

　

　

　（
和
田）
　

〔
秩
　
父
）
　
　

　
　
（
殿
）
　

（

訴
　

訟
）

御
前
に

は、

わ

だ、

ち
丶

ぶ、

北
条
ど

の
、

そ

せ

う
申

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
剛
）

さ

れ

け
る

や

う
ハ

、
「

か

の

時
宗
と

申
ハ

、

大
か

う
一

の

（
　

兵

　
）
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

（
者
）

つ

わ

も

の

な

り。

又
ハ

名
に

あ

る

も

の

 

子
孫

　

　

　

　（
助
）
　

　

（

置）
　

　

　

　

　

（
訴

訟
）

な

れ
バ

、

た

す

け
て

御
を

き

候
へ

」

と
、

そ

せ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
内
）

申
さ

れ

た

り

け

れ

ば
、

頼
朝
も

な

ひ

く

（
助
）
　

　

（

思
）
　（
召）

た

す

け

た

く

お

ぼ

し

め

さ

る
」

折
か

ら、

此

人
々

　

　

　

　（
嬉
）
　

　

〔
思
）
　
（
召
V

訴
訟

の

旨
う
れ

し

く

お

ぼ

し

め

さ

れ、

自
身

（
安

堵）
　

　
　

　

（
遊
）

あ

ん

ど

の

御
状
を

あ
そ

ば

し
、

甚
平

右
馬
尉

　（
下
）
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
〔
竪
）

に

く

だ

さ

る

」
。

御
所

、

甚
平

右
馬
尉、

た

て

文

　

　（
走
）
　

（
鷹

が
）
　

　

（

着）

持
て

は

し

り、

た

か

f

岡

に

も
つ

き

し

か

ば、
「

其

　

　

　

（
斬）
　

　

　

　

　

　

　

　

（
和
田）
　
（
秩

父
）

時
宗、

な

き

つ

そ。

子

細
あ

り
。

わ

だ、

ち
 

ぶ
、

　〔
条）

北
重
殿、

君
へ

申
さ

せ

た

ま

ひ

て、

助
た

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
拝
）

ハ

ん

御
教
書
の

あ

り
。

こ

れ

ー、
お

が

み

候
へ

」

と

　

　

　〔
膝
）
　〔
置）
　

（
小

手）
　（
縄

）
　〔
許
）

時
宗
が

ひ

ざ

に

を

く
。

こ

て

の

な

わ

を

ゆ

る

　

　

　

　（
高
）
　
　
　

　

　
　
（
読）

さ

れ

て、

た

か

ら

か

に

こ

そ
よ

う
だ

り

け
れ

。

　

　

　
（
相

　
模）
　
　

　

　
　

　
　

　
（
曾
我
V

「

下
状

、

さ

が

み

の

国
の

住
人

、

そ

が

の

五

郎
時
宗

　

　

　（
寛
　

　
　

宥
）
　

　

　
　

　

（
過
）
　
（
転
）

は

や

く

く

わ

ん

ゆ

う
す

。

夫、

く

わ

を

て

ん

じ

て
、

忠
と

　

　

　（
信

　

仰
）
　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　
（
　
冥

　）

な

す
。

し

ん

か

う
ハ

人
に

あ

つ

て、

し

か

も

み

や

う

の

（

知

見
）
　

　

　
〔
親
）

ち

け

ん

た

り。

お

や

に

孝
の

ふ

か

き

も

の

は

天

道
の

た

す

け

有
。

是
に

よ

つ

て

頼
朝

も

憐
愍
を

は

げ

ま

し
、

非
を

い

た

し

て

理

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
感

　

応
）

に

な

せ

り
。

天

下
こ

」

に

か

ん

を

う

す
。

そ

く

ば

く

　

　

　

　〔
刀

　

剣
）
　

　

　

　

　

（

涙

）

の

弓
取

、

た

う
け
ん

を

さ

し

お

き、

な

ん

だ

袖

　
〔
　

湿

　
）
　

（
遠

　

近
）
　

　

　

　

　

〔
悲

を

う
る

を

う

し、

お

ん

ご

ん

に

き

く

も

の、

ひ

る

涙
X
肝
）
　
（
銘

）
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

（
誅

い

き

も

に

め
い

じ

た

り
。

こ

れ

を

さ

ら

に

ち

う

罰
）
　

（
死

罪）
　

　

（
了
）
　

　

　

（
箕

裘）

ば
つ

し
、

し

ざ
い

に

な

し

を
ハ

ん

な

ば
、

き

」

う

　
（
家
）（
絶）
　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
廃
）

の

い

ゑ

た

え、

弓
馬
の

道
ハ

な

が

く

す

た

　

　

　

　（
仰
）

り

な

ん
。

あ
お

い

で

も

な

を

あ

ま
り

あ

り
。

（

樊

　
　

　
嗜
）

は

ん

く

わ
い

に

く

ら

ぶ

れ

バ
、

時
宗
ハ

ま

さ

れ

　

　（
張

　

　

　

良
）
　

　

　

　

　

　

（
高

祖
）

り。

ち

や

う
り

や

う

に

あ

ハ

す
れ

ば、

か

う

そ
の

　

　

　（
威

勢
）

な
せ

し

い

せ

ゐ

た

り
。

一

天

四

海
の

そ
の

う

　

　

　

　

　

　（
剛
）
　
（
者

）

ち
に

か

く

れ

ぬ

か

う
の

も

の

な

れ

ば、

先
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
忠

　

臣
）

非
を

か

へ

し

て
、

今
よ

り

後
ハ

、

頼
朝
に

ち

う

し

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
宇

佐
美）
　
　

　

　
　

（
河

た

る

ぺ

し
。

本
領
な

れ
バ
、

う
さ

み、

く
づ

み、

か

津
）

　

　

（

庄

）

（
永

代

X
安

堵
）

わ

づ
、

三

か

の

し

や

う、

ゑ

い

た

い

あ

ん

ど

の

御
状

　

　

　

　

　（
頼

　

朝
）

如
此

。

源
の

よ

り

と

も

判
L

と

そ

よ

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〔
貴

賤
）

　

　

　

　

　

　
あ

げ
け

る
。

き

せ

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

上

下
の

　

　

　

　

　

　

　

見

聞
衆、

一

度
に

　

　

　

　

　

　

　

　

〔
感
）

　

　

　

　

　

　
あ
つ

と

か

ん

じ
つ

」
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（

下
・

絵
六
）

　

　

ゆ

」

し

の

人
の

（
果
　
　
報
）

く

わ

ほ

ふ

や

と

よ

ろ

　

　

こ

ば

ざ

る

は

　

　

　

　

な

か

り

け

り。

（

下
・

詞

七
）

去
問、

時
宗
ハ

御
教
書
い

た
買

き、

泪
を

な

が

し

つ

」
、

「

あ
」

ら、

あ

り

が

た

や。

お

な

じ

く
ハ

此
御
状

　

　

　
（
助

　
　
成
）
　

　

　

　
　
〔
拝
）

を

舎
兄

す
け
な

り

も

ろ

と
も

お

が

む

と

だ

に

お

も

ひ

な
バ

、

い

か

冒

は

う

れ

し

か

る

べ

き

　

　〔
惣

　

　

領
）
　（
助

　

成
）

に、

そ

う
り

や

う
の

す
け

な

り、

今
は

う
き

世

に

お
ハ

せ

ね

ば、

時
宗
ひ

と

り

な

が

ら
へ

て
、

　

　

　

　

　

　

　〔
生）

惣
領
を

つ

ぐ

と

も

い

き

た

る

し

る

し

あ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　〔
乞）

ま

じ

い
。

た

虻

く
切

ら

せ

た

ま
へ

L

と

申
こ

う

　

　

　（
斬）

て

ぞ、

き

ら

れ

け

る。

見
る

人
目

を

お

ど

ろ

　

　

　（
聞）
　

　

　
　

　

　

（
感
）

か

し、

き

く

も

の

こ

れ

を

か

ん

じ

け
り。

頼
朝
「

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
剛
）
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